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主
な
出
品
作
家

舟越保武 《萩原朔太郎》

　

本
展
覧
会
で
は
、全
国
各
地
の
美
術
館
や
ご
所
蔵
者
さ
ま
か
ら
作
品
を
お
借
り
し
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

出
品
作
品
を
選
ぼ
う
と
所
蔵
品
目
録
を
繰
り
ま
す
と
、こ
れ
だ
け
モ
ノ
の
行
き
来
が
激
し
く
な
っ
た
現
代
で

も
、や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
根
ざ
し
た
芸
術
・
文
化
の
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。伝
統
的
な
技
法
、あ

る
い
は
師
弟
関
係
だ
け
で
な
く
、色
彩
感
覚
や
モ
ノ
の
量
感
に
ま
で
、静
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
水
脈
の

よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。一
方
、東
京
美
術
学
校
の
設
立
や
、全
国
的
な
展
覧
会
の
開
催
に
よ

り
、若
手
作
家
た
ち
が
地
方
へ
と
最
先
端
の
波
を
伝
え
て
い
っ
た
の
が
、近
代
と
い
う
時
代
で
し
た
。モ
ダ
ン

な
技
術
や
理
論
に
触
れ
た
若
者
た
ち
が
、再
び
故
郷
の
わ
ざ
や
伝
統
を
見
つ
め
直
し
た
、エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
時
代
。全
国
か
ら
集
ま
っ
た
至
宝
の
数
々
を
、ど
う
ぞ
じ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

学芸員の眼

明治・大正・昭和の巨匠

東郷青児 《日曜日の朝》

　

明
治
維
新
、そ
れ
は
制
度
や
風
習
、さ
ら
に
は
日
本
人
の

美
意
識
や
価
値
観
に
い
た
る
ま
で
、広
く
深
く
、か
つ
て
な

い
変
革
を
我
が
国
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
れ
ゆ
え
現
在
、

日
本
の
美
術
を
語
る
と
き
、明
治
維
新
以
降
、と
り
わ
け

「
近
代
」と
呼
ぶ
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
ま
で
を
た
ど
る
こ
と

は
必
要
で
あ
り
不
可
欠
で
す
。し
か
し
、こ
の「
近
代
」は
激

動
の
時
代
で
あ
り
、生
ま
れ
た
美
術
も
実
に
多
彩
で
す
。近

代
の
美
術
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ
と
は
、な
か
な
か
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、時
代
の
旗
手
と
し
て
美
術
界

を
牽
引
し
て
き
た
代
表
的
作
家
、と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を

と
お
し
て
、近
代
美
術
の
一
断
面
を
見
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。本
展
は
明
治
以
降
の
各
時
代
に
活
躍
し
た「
巨
匠
」

と
呼
ば
れ
る
近
代
美
術
の
巨
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、作
家
・
作
品
か
ら
近
代
日
本
美
術
を
再
考
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。ま
た
工
芸
王
国
を
自
認
す
る
石
川
の
特
性

に
も
視
点
を
置
き
ま
し
た
。こ
ち
ら
は
昭
和
か
ら
現
代
を

主
と
し
、わ
ざ
と
美
の
継
承
、そ
し
て
発
展
を
貫
く
各
種
工

芸
の
名
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
展
で
は「
絵
画・彫
刻
」と「
工
芸
」と
の
二
部
構
成
と
し
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
作
家
の
名
品

一
一
六
点
で
近
代
日
本
美
術
の
あ
ゆ
み
を
た
ど
り
ま
す
。

﹇
日
本
画
﹈

竹
内
栖
鳳
、横
山
大
観
、上
村
松
園
、小
林
古
径
、安
田
靫
彦
、

堂
本
印
象
、伊
東
深
水
、東
山
魁
夷
、杉
山
寧
、平
山
郁
夫
、

加
山
又
造　

ほ
か

﹇
洋
画
﹈

浅
井
忠
、坂
本
繁
二
郎
、小
絲
源
太
郎
、梅
原
龍
三
郎
、安
井

曾
太
郎
、中
川
一
政
、林
武
、東
郷
青
児
、小
磯
良
平
、宮
本

三
郎
、脇
田
和
、鴨
居
玲　

ほ
か

﹇
彫
塑
﹈

山
崎
朝
雲
、荻
原
守
衛
、建
畠
大
夢
、朝
倉
文
夫
、高
村
光
太
郎
、

北
村
西
望
、淀
井
敏
夫
、佐
藤
忠
良
、舟
越
保
武
、富
永
直
樹

ほ
か

﹇
工
芸
﹈

板
谷
波
山
、富
本
憲
吉
、荒
川
豊
蔵
、浜
田
庄
司
、楠
部
弥

弌
、六
角
紫
水
、高
野
松
山
、松
田
権
六
、音
丸
耕
堂
、木
村

雨
山
、芹
沢
銈
介
、香
取
秀
真
、鹿
島
一
谷
、帖
佐
美
行
、黒

田
辰
秋
、氷
見
晃
堂
、大
野
昭
和
齋
、平
田
郷
陽
、藤
田
喬

平
、西
出
大
三　

ほ
か
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◆
観
覧
料

◆
講
演
会

（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
を
含
む
）

※

聴
講
無
料
・
予
約
不
要

※

要
観
覧
料
・
予
約
不
要

9月10日（土）～10月23日（日） 会期中無休

近代美術の至宝

　

本
年
度
に
、前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
こ
れ
ま

で
開
催
し
た
特
集・特
別
陳
列
に
は
、昨
年
の
特
別
展「
加
賀

前
田
家 

百
万
石
の
名
宝
」の
補
足
と
し
て
の
性
格
が
あ
り

ま
す
。特
に
、国
宝
・
重
要
文
化
財
の
公
開
に
つ
い
て
は
、こ

れ
ま
で
石
川
県
立
美
術
館
で
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
も

の
と
い
う
視
点
も
重
視
し
ま
し
た
。「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」

は
、ほ
ぼ
毎
年
掲
げ
て
い
る
テ
ー
マ
で
す
が
、今
回
は
特
に

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
作
品
を
選
び
、十
月
十
四
日
か
ら

の
後
期
展
と
合
わ
せ
て
国
宝
一
点
、重
文
六
点
と
い
う
、こ

れ
ま
で
に
な
い
豪
華
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
国
宝
は
、平
安
時
代
十
一
世
紀
の《
十
巻
本
歌

合
》が
展
示
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
関
白
藤
原
頼
通
が
主
宰
し

源
経
信
が
監
修
し
た
、日
本
最
初
の
歌
合
証
本
を
集
成
し

た
事
業
の
草
稿
本
で
、前
田
育
徳
会
に
は
五
巻
が
所
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。今
回
は
、そ
の
中
か
ら
巻
二
と
巻
八
を
前
・
後
期

に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。ま
た
重
文
で
は
、中
国
・
隋
時
代
の

月
ご
と
の
年
中
行
事
を
記
し
た
漢
籍
で
、中
国
で
は
失
わ

れ
、日
本
の
南
北
朝
時
代
十
四
世
紀
の
写
本
が
唯
一
伝
存
す

る《
玉
燭
宝
典
》や
、中
国
最
古
の
医
書
と
さ
れ
て
い
る《
黄

帝
内
経
》の
鎌
倉
時
代
の
写
本
、そ
し
て
平
安
時
代
後
期
に

成
立
し
た
漢
文
体
の
芸
能
の
記
で
あ
る《
新
猿
楽
記
》の
写

本
の
う
ち
、今
回
は
弘
安
本
と
古
鈔
本
を
い
ず
れ
も
前
・
後

期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
書
籍
・
典
籍
類
に
加
え
て
、後
期
に
は
重
文
の

《
扇
面
散
蒔
絵
手
箱
》（
室
町
時
代
十
五
世
紀
）を
、今
回
は
修

復
を
手
掛
け
た
松
田
権
六
の
図
面
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

国宝 《十巻本歌合 巻第二 天徳四年内裏歌合》 （巻頭）

前田育徳会尊經閣文庫分館

加賀藩の
美術工芸Ⅰ

1F企画展示室

9月1日（木）～10月10日（月・祝） 会期中無休

志村ふくみ 《朝顔》

一　

般

大
学
生

高
校
生
以
下

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

無　

料

団　

体

（
二
十
名
以
上
）

個　

人

一
、〇
〇
〇
円

八
〇
〇
円

演
題
／
近
代
美
術
の
展
開 

│
絵
画
・
彫
刻
を
中
心
に
│

講
師
／
宝
木
範
義
氏（
美
術
評
論
家
）

日
時
／
9
月
18
日（
日
） 

午
後
1
時
30
分
〜

◆
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
時
／
9
月
19
日（
月
・
祝
）、22
日（
木
・
祝
）、10
月
10
日

（
月
・
祝
） 

午
後
1
時
30
分
〜

会
場
／
美
術
館
ホ
ー
ル

※

申
込
不
要
・
当
日
受
付

◆
展
示
室
で
ス
ケ
ッ
チ
G
O
!

日
時
／
10
月
10
日（
月
・
祝
） 
午
後
1
時
〜
3
時

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

担
当
学
芸
員
が
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
や
出
品
作
に
つ
い

て
解
説
を
行
い
ま
す
。

各
日
の
内
容
は
6
ペ
ー
ジ
の
行
事
予
定
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
0
歳
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
講
座

日
時
／
10
月
16
日（
日
）

①
午
前
10
時
〜 

②
午
後
1
時
30
分
〜

講
師
／
冨
田
め
ぐ
み
氏

（
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会
）

定
員
／
30
名

日
時
／
9
月
11
日（
日
）、18
日（
日
）、25
日（
日
）、10
月

2
日（
日
）、9
日（
日
）、
16
日（
日
）、
23
日（
日
）

各
日
午
前
11
時
〜

演
題
／
工
芸
の
近
代 

│
作
家
の
誕
生
と
以
降
の
創
作
表
現

講
師
／
山
崎
達
文
氏（
金
沢
学
院
大
学
教
授
）

日
時
／
10
月
2
日（
日
） 

午
後
1
時
30
分
〜

会
場
は
い
ず
れ
も
美
術
館
ホ
ー
ル（
定
員
二
〇
九
名
）

《
聴
講
無
料
》

ぎ
ょ
く
し
ょ
く
ほ
う
て
ん

こ
し
ょ
う
ぼ
ん

こ
う

て
い
だ
い
け
い

※

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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福者認定記念

第2展示室第5展示室

9月1日（木）～10月10日（月・祝） 会期中無休

秋の優品選Ⅰ
9月1日（木）～10月10日（月・祝） 会期中無休

高山右近

　

四
季
の
景
趣
は
工
芸
作
品
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
古
来
よ

り
表
わ
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。秋
と
い
え
ば
、秋
草
、月

見
、稲
穂
、芦
雁
、紅
葉
な
ど
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の

題
材
が
あ
り
ま
す
が
、今
回
の
展
示
で
は
、そ
う
い
っ
た
景

趣
を
表
現
し
た
作
品
を
選
ん
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

初
代
山
川
孝
次《
金
銀
象
嵌
草
花
文
鳥
籠
置
物
》は
、繊

細
な
毛
彫
り
に
よ
っ
て
柔
ら
か
な
羽
毛
ま
で
表
現
さ
れ
た

鶉
が
見
ど
こ
ろ
で
す
が
、籠
の
下
部
に
は
金
、銀
な
ど
の
平

象
嵌
で
、薄
、萩
、桔
梗
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。色
を
抑
え
た

秋
草
の
な
か
、薄
の
葉
と
萩
の
花
の
一
部
に
使
わ
れ
た
金

が
目
を
引
き
ま
す
。「
鶉
に
秋
草
」の
組
み
合
わ
せ
は
古
く

か
ら
絵
画
や
工
芸
品
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、本
作
も
そ
れ

を
ふ
ま
え
て
い
ま
す
。ま
た
鶉
は
、江
戸
時
代
、武
家
に
お

い
て
と
く
に
愛
玩
さ
れ
、金
銀
や
螺
鈿
を
ち
り
ば
め
た
豪

華
な
籠
に
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
。消
え
ゆ
く
江
戸
の
情
緒
を

感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。

　

二
代
松
本
佐
吉《
芦
雁
大
皿
》は
、古
九
谷
に
倣
っ
た
作
品

で
す
。緑
彩
で
塗
り
込
め
ら
れ
た
地
に
は
重
ね
菊
が
充
填
さ

れ
て
お
り
、波
立
つ
水
面
を
思
わ
せ
ま
す
。古
九
谷《
青
手
桜

花
散
文
平
鉢
》（
当
館
蔵
、県
文
）な
ど
に
近
い
表
現
で
す
。器

面
の
上
部
に
は
、鮮
や
か
な
紫
で
急
降
下
す
る
雁
、そ
し
て

下
部
に
黄
彩
を
も
っ
て
芦
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。雁
の
姿

態
は
古
九
谷《
色
絵
芦
雁
宝
尽
文
稜
花
皿
》（
加
賀
市
美
術
館

蔵
）の
そ
れ
に
近
い
で
す
が
、首
の
向
き
が
変
更
さ
れ
、思
い

切
っ
た
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。古
作
に
学

び
な
が
ら
も
、瞬
間
を
捉
え
た
躍
動
感
の
あ
る
題
材
選
択

や
、器
の
外
を
意
識
さ
せ
る
構
図
に
は
、作
者
の
創
意
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

高
山
右
近（
一
五
五
二
年
〜
一
六
一
五
年
）は
織
田
信

長
、豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、武
将
と
し
て
の
傑
出
し
た
能
力

は
秀
吉
を
は
じ
め
諸
将
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
千
利
休
の
高
弟
と
し
て
茶
人
と
し
て
も
活
躍
し
、同
時

に
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。一
五
八
七

年
、秀
吉
の
伴
天
連
追
放
令
に
よ
り
棄
教
を
拒
否
し
た
こ

と
で
領
地
を
没
収
さ
れ
、追
放
の
身
と
な
り
ま
し
た
が
、

翌
年
加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
に
よ
り
金
沢
に
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。以
後
、一
六
一
四
年
の
江
戸
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン

禁
令
に
よ
り
国
外
追
放
と
な
る
ま
で
の
二
十
六
年
間
を

金
沢
で
過
ご
し
、重
臣
と
し
て
政
務
に
あ
た
る
と
と
も
に

利
休
高
弟
と
し
て
茶
の
湯
を
広
め
、ま
た
布
教
活
動
も
続

け
ま
し
た
。

　

本
展
は
、高
山
右
近
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
崇
敬
対
象

で
あ
る「
福
者
」に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、右
近

の
自
筆
書
状
や
ゆ
か
り
の
作
品
、石
川
県
に
伝
え
ら
れ
た

キ
リ
シ
タ
ン
遺
品
や
南
蛮
美
術
、茶
道
美
術
、そ
し
て
当
時

の
世
界
情
勢
に
関
す
る
資
料
の
展
示
を
通
し
て
、改
め
て

金
沢
時
代
の
右
近
の
足
跡
と
時
代
背
景
に
焦
点
を
あ
て
る

も
の
で
す
。当
館
は
昨
年
右
近
没
後
四
〇
〇
年
を
記
念
し

て
、特
別
展「
高
山
右
近
と
そ
の
時
代
」を
開
催
し
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
の
特
別
陳
列
は
、規
模
は
小
さ
い

も
の
で
す
が
少
し
視
点
を
変
え
て
、特
別
展
に
出
品
さ
れ

な
か
っ
た
作
品
と
し
て
初
代
長
次
郎
作《
名
物 

黒
楽
茶
碗 

銘
北
野
》や
、幕
府
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
港
禁
止
令
以

降
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
動
向
を
伝
え
る
書
簡
や
報
告

書（
前
田
育
徳
会
蔵
）、県
文《
南
蛮
渡
来
図
》（
本
泉
寺
蔵
）

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

二代松本佐吉 《芦雁図大皿》 金沢市文　高山右近書状 休庵公宛
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─野に棲むあるじたち─

第4展示室

9月1日（木）～10月10日（月・祝） 会期中無休

立見榮男展

　

立
見
氏
の
作
品
の
多
く
は
二
対
一
の
長
方
形
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
氏
に
と
っ
て
こ
だ
わ
り
の
形
な

の
で
す
。古
く
か
ら
日
本
間
の
畳
や
襖
の
比
率
は
長
辺
二
に
対
し
短
辺
は
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。近
年
畳
の
あ
る

部
屋
は
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
二
対
一
の
比
率
で
で
き
る
長
方
形
は
日
本
人
に
と
っ
て
馴
染

み
深
い
形
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。こ
の
形
の
中
を
さ
ら
に
分
割
し
て
立
見
氏
は
作
品
を
構
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

河
童
や
童
子
、風
神
、雷
神
、鯰
、犬
、猫
、羊
、古
九
谷
の
大
皿
な
ど
、立
見
氏
が
作
り
上
げ
た
図
像
あ
る
い
は

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
様
々
に
配
列
し
、物
語
は
展
開
し
て
い
き
ま
す
。あ
た
か
も
長
大
な
絵
巻
を
見
る
か
の
よ
う
で

す
。当
館
所
蔵
の《
雷
神
》は
中
央
に
正
方
形
、左
右
に
比
率
二
対
一
の
長
方
形
で
画
面
を
区
切
り
、以
前
に
描
い

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。会
場
で
関
連
あ
る
作
品
を
探
す
の
も
楽
し
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

学芸員の眼
　

ビ
ュ
ー
ッ
と
風
が
吹
い
て
草
や
花
が
揺
ら
ぎ
、犬
が
走

り
獣
が
草
陰
か
ら
じ
っ
と
窺
っ
て
い
ま
す
。野
中
に
あ
る

沼
な
の
で
し
ょ
う
か
、鯰
が
潜
み
、真
っ
白
な
河
童
が
哲

学
者
然
と
座
し
て
、万
物
の
流
転
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い

ま
す
。あ
る
い
は
周
囲
に
描
か
れ
た
も
の
す
べ
て
は
、河

童
の
脳
裏
に
去
来
す
る
来
し
方
の
出
来
事
な
の
で
し
ょ

う
か
。い
や
い
や
、河
童
自
体
が
架
空
の
存
在
な
の
で
す
。

だ
か
ら
鯰
が
陸
地
を
泳
ご
う
が
、風
神
・
雷
神
が
空
に
浮

か
ぼ
う
が
一
向
に
構
わ
な
い
の
で
す
。こ
れ
が
立
見
氏
の

描
く
世
界
で
す
。

　

立
見
氏
は
昭
和
一
五
年
東
京
都
生
ま
れ
。戦
禍
を
避

け
三
歳
の
時
に
現
在
の
加
賀
市
山
中
温
泉
上
野
町
に
疎

開
し
、そ
の
後
金
沢
に
移
り
、小
中
高
時
代
は
金
沢
で
暮

ら
し
ま
し
た
。現
在
は
二
紀
会
を
代
表
す
る
画
家
の
一

人
と
し
て
、九
谷
焼
の
五
彩
を
思
わ
せ
る
重
厚
か
つ
カ

ラ
フ
ル
な
色
彩
で
、河
童
や
風
神
、雷
神
を
テ
ー
マ
に
夢

幻
の
世
界
を
描
き
続
け
て
い
ま
す
。こ
と
に
、氏
に
と
っ

て「
河
童
」は
自
由
な
創
造
上
の「
野
に
棲
む
あ
る
じ
」で

あ
り
、瞑
想
好
き
で
賢
く
神
秘
の
存
在
と
し
て
、ま
た
自

己
の
分
身
、つ
ま
り
自
画
像
と
し
て
も
描
き
続
け
る
テ
ー

マ
で
す
。

　

本
展
は
、洋
画
家
・
二
紀
会
常
務
理
事
と
し
て
活
躍
す
る

立
見
榮
男
氏
の
初
期
作
品
か
ら
二
紀
展
出
品
の
最
近
作
ま

で
、大
作
を
中
心
に
七
〇
余
点
で
創
作
の
歩
み
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。立
見
氏
の
不
可
思
議
な
世
界
を
ぜ
ひ
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

《雷神 野に立つ見ゆ》
1988年
茨城県近代美術館

《風神誕生》 1985年
水戸市立博物館

《雷神》 2006年 石川県立美術館

主催／石川県立美術館　後援／北國新聞社・テレビ金沢・北陸放送

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト

講
師
／
立
見
榮
男
氏（
洋
画
家
）

日
時
／
9
月
17
日（
土
） 

午
後
3
時
〜
4
時

会
場
／
美
術
館
ホ
ー
ル

《
聴
講
無
料
・
先
着
順
》

展
覧
会
場
に
て
立
見
氏
が
自
作
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

講
演
会 「
野
に
棲
む
あ
る
じ
た
ち
と
私
」

日
時
／
9
月
17
日（
土
） 

午
後
2
時
〜
2
時
45
分

10
月
9
日（
日
） 

午
後
2
時
〜
3
時

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク

《河童・念力》 1979年
信州新町美術館
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行
事
予
定

第7展示室

9月2日(金)～6日(火) 会期中無休

第3・6展示室

9月1日（木）～10月10日（月・祝） 会期中無休

石川の作家北國水墨画展 現代編
第26回

　

日
本
画
部
門
か
ら
は
古
澤
洋
子《
未
来
の
化
石
》を
紹
介

し
ま
す
。古
澤
は
深
遠
、不
変
な
テ
ー
マ
を
、遊
び
心
豊
富
な

「
見
立
て
」を
と
お
し
て
表
現
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
そ
れ
は

街
並
み
を
船
に
、地
層
を
波
に
見
立
て
た
り
、石
橋
と
古
い

街
並
み
を
機
関
車
に
見
立
て
た
り
、と
い
う
具
合
で
す
。本

作
は
そ
う
い
っ
た
作
例
の
初
期
に
あ
た
る
も
の
で
す
。題

名
の
通
り
、ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
の
よ
う
に
渦
を
巻
い

た
街
並
み
。人
間
の
営
み
と
悠
久
の
時
間
を
化
石
に「
見
立

て
た
」作
品
は
遊
び
心
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

洋
画
部
門
の
展
示
は
、石
川
の
中
堅
画
家
を
主
に
紹
介

し
ま
す
。作
家
は
、田
井
淳
、西
田
洋
一
郎
、西
房
浩
二
、西

田
伸
一
、開
光
市
、前
田
昌
彦
、本
山
二
郎
な
ど
で
す
。傾
向

と
し
て
は
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。具
象
で
は
あ
る
け
れ
ど

克
明
な
写
生
で
は
な
い
、つ
ま
り
見
た
も
の
を
咀
嚼
し

造
形
し
直
し
て
描
く
画
家
、も
う
ひ
と
つ
は
、見
た
も
の
を

忠
実
に
再
現
し
、し
か
も
作
家
の
内
面
世
界
を
加
味
す
る
画

家
た
ち
。田
井
、西
田（
洋
）、開
、前
田
は
前
者
に
、西
田（
伸
）、

西
房
、本
山
は
後
者
に
あ
た
り
ま
す
。本
県
の
中
堅
層
の
厚

さ
が
う
か
が
え
る
作
品
群
で
す
。

　

彫
刻
部
門
か
ら
は
、《
S
L
I
D
E
№
5
》山
下
晴
子
作

と《
黒
い
木
》清
水
良
治
作
を
紹
介
し
ま
す
。戦
後
の
彫
刻

で
は
、素
材
性
と
空
間
が
制
作
の
ト
レ
ン
ド
テ
ー
マ
の
一

つ
で
、ま
た「
穴
・
空
虚（
負
の
空
間
）」に
も
関
心
が
集
ま
り

ま
し
た
。前
者
は
大
理
石
の
リ
ン
グ
を
ス
ラ
イ
ス
さ
せ
た

理
知
的
な
フ
ォ
ル
ム
で
、素
材
の
美
と
相
俟
っ
て
シ
ャ
ー

プ
な
印
象
を
示
し
て
い
ま
す
。後
者
は
縦
に
長
く
引
き
延

ば
し
た
痩
身
女
性
立
像
で
す
。え
ぐ
っ
た
地
山
に
乗
る
足

許
か
ら
は
不
安
定
感
が
漂
い
、粗
い
タ
ッ
チ
に
ブ
ロ
ン
ズ

の
重
い
質
感
が
相
俟
っ
て
現
代
の
不
安
な
心
情
と
緊
張
を

想
起
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
内
の
水
墨
画
愛
好
家
団
体
を
網
羅
し
た
統
一
展

で
す
。近
年
愛
好
者
の
増
加
と
作
品
の
向
上
が
著
し
い
県

水
墨
画
界
の
結
束
を
図
る
と
と
も
に
、愛
好
者
拡
大
を
目

指
す
ね
ら
い
の
展
覧
会
で
、作
品
は
広
く
愛
好
者
か
ら
公

募
し
て
審
査
し
ま
す
。入
選
、入
賞
作
に
委
嘱
作
品
も
併
せ

て
展
示
し
、水
墨
画
の
魅
力
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

入
場
料
／
一般
・
大
高
生
：五
〇
〇
円（
四
〇
〇
円
）

　
（　

）内
は
前
売
料
金 

中
学
生
以
下
無
料

連
絡
先
／
金
沢
市
南
町
二
番
一号

　

北
國
新
聞
社
事
業
局
内

　
「
第
二
十
六
回 

北
國
水
墨
画
展
」事
務
局

　

電
話
：
〇
七
六
│
二
六
〇
│
三
五
八一

※

当
館
友
の
会
会
員
は
、会
員
証
提
示
に
よ
り
前
売
料
金

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　
　

聴
講
無
料

　
日（
月
・
祝
）

19

　
月
9

「
西
洋
画
と
の
出
会
い
と
模
索
」

「
飾
り
な
き
漆
の
美 

増
村
益
城
」

（
24
分
）

（
30
分
）

（
25
分
）

（
40
分
）

　
日（
月
・
祝
）

10

　
月
10

「
日
本
画
の
伝
統
と
変
革
」

「
糸
の
音
色
を
求
め
て 

志
村
ふ
く
み
の
世
界
」

　
日（
木
・
祝
）

22

「
日
本
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ
」

西
山
英
雄
・
牛
島
憲
之
・
富
永
直
樹
・
帖
佐
美
行
（
各
15
分
）

■
百
万
石
の
文
化
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　
　

聴
講
無
料

「
加
賀
前
田
家
と
文
化
財
保
護
」

講
師
／
菊
池
浩
幸
氏 

（
公
財
）前
田
育
徳
会
文
庫
員

　
日（
日
）

25

　
月
9

山下晴子 《SLIDE No.5》
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本
年
度
全
三
十
三
回
予
定
の
土
曜
講
座
の
内
、後
半
の
十
月
一
日
か

ら
の
予
定
を
あ
げ
て
い
ま
す
。今
年
の
土
曜
講
座
は
、｢

企
画
展
や
特
別

陳
列･

特
集
展
示
な
ど
の
展
示
に
係
る
講
座｣

ま
た
、｢

館
蔵
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
係
る
講
座
」を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
を
中
心
に
し
て
い
ま

す
。当
館
展
示
と
作
品
の
ご
鑑
賞
を
楽
し
み
な
が
ら
深
め
て
行
く
の
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

申
込
不
要･

聴
講
無
料
で
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

石
川
県
立
美
術
館
友
の
会
で
は
、毎
年
秋
に
一
泊
二
日
の
日
程
で
、学
芸
員
と
行
く｢

文
化
財
現

地
見
学
ツ
ア
ー｣

を
企
画
し
て
い
ま
す
。第
四
十
七
回
の
今
秋
は
、｢

神
々
を
祀
る
│
お
伊
勢
さ
ん

へ
の
道
│（
仮
）｣

と
題
し
、以
下
の
よ
う
な
行
程
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
旅
程
や
お
申
し
込
み
方
法
等
に
つ
い
て
は
、来
月
の
美
術
館

だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。平
常
は
見
る
こ
と
の
難
し
い
施
設
も

ご
案
内
い
た
だ
く
予
定
で
す
。皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

友
の
会 

文
化
財
現
地
見
学
予
告

　

学
校
の
体
育
館
等
に
作
品
を
持
ち
込
み
学
芸
員
が
鑑
賞
授
業
を
行
う
、学
校
出
前
講
座
の
本

年
度
開
催
校
の
九
校
が
決
ま
り
、六
月
か
ら
開
講
し
て
い
ま
す
。六
月
二
十
二
日
開
催
の
か
ほ
く

市
立
内
灘
中
学
校
ハ
マ
ナ
ス
分
校
で
は
、小
学
二
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
十
三
名
の
児

童
・
生
徒
が
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。作
品
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
う
場
で
は
控
え
め
な
様
子

で
し
た
が
、事
後
学
習
の
作
品
に
つ
い
て
の
感
想
を
書
く
時
間
に
は
、ど

の
子
も
集
中
し
て
一
気
に
書
き
上
げ
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
心
動
か

さ
れ
た
講
座
だ
っ
た
と
い
う
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、二
十
九
日
に

は
白
山
市
立
蝶
屋
小
学
校
で
は
、五
・
六
年
生
四
ク
ラ
ス
を
対
象
に
開
講

し
ま
し
た
。校
長
先
生
自
ら
、前
日
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
事
前
学
習
を
行

い
、当
日
は
授
業
内
で
も
意
欲
的
に
発
言
し
、作
品
鑑
賞
を
満
喫
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト 

学
校
出
前
講
座

平成28年度後半の土曜講座

開
催
日
時
／
10
月
22
日（
土
） 

午
前
7
時
頃 

金
沢
駅
発
〜

　
　
　
　
　

10
月
23
日（
日
） 

午
後
7
時
頃 

金
沢
駅
着

訪
問
場
所
／
高
田
本
山
専
修
寺
、斎
宮
歴
史
博
物
館
、賓
日
館
、朝
熊
山
金
剛
證
寺
、

　
　
　
　
　

伊
勢
神
宮
内
宮
・
外
宮

移
動
方
法
／
貸
切
バ
ス

内
容

月
日

No.

担
当
学
芸
員

高
嶋　

清
栄

二
木
伸
一
郎

西
田　

孝
司

谷
口　
　

出

有
賀　
　

茜

谷
口　
　

出

二
木
伸
一
郎

谷
口　
　

出

加
賀
藩
の
美
術
工
芸

近
代
洋
画
の
探
求

近
代
工
芸
の
名
作

石
川
の
文
化
財 
3

松
田
権
六
の
師
・
六
角
紫
水

石
川
の
文
化
財 

4

油
絵
の
絵
肌―

日
本
的
油
彩
の
展
開

石
川
の
文
化
財 

5

第
17
回

第
18
回

第
19
回

第
20
回

第
21
回

第
22
回

第
23
回

第
24
回

10
月
1
日

10
月
8
日

10
月
15
日

11
月
5
日

11
月
12
日

11
月
26
日

12
月
10
日

12
月
17
日

村
上　

尚
子

有
賀　
　

茜

北
澤　
　

寛

西
田　

孝
司

村
上　

尚
子

前
多　

武
志

浮
世
絵
鑑
賞
入
門

江
戸
時
代
の
展
覧
会

石
川
の
木
彫

日
本
工
芸
の
源
流 ―

正
倉
院
宝
物
②―

前
田
家
の
天
神
信
仰
と
能〈
来
殿
〉

日
本
画
に
み
る
裸
婦

第
28
回

第
29
回

第
30
回

第
31
回

第
32
回

第
33
回

2
月
4
日

2
月
11
日

2
月
18
日

2
月
25
日

3
月
4
日

3
月
11
日

高
嶋　

清
栄

村
上　

尚
子

中
澤
菜
見
子

千
利
休
の
茶

第
26
回

1
月
21
日

第
25
回

企
画
展｢

絵
画
に
み
る
江
戸
の
く
ら
し｣

見
ど
こ
ろ

1
月
14
日

第
27
回

新
出
の｢

金
沢
士
庶
遊
楽
図
屏
風｣

に

つ
い
て

1
月
28
日
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9月の休館日はありません。

金銀象嵌唐草文香炉
明治43年頃（1910） 口径7.1×胴径10.5×高さ10.0cm

アラカルト ただいま展示中

山尾次吉　やまお・じきち
文久2年～大正12年（1862～1923）

a la carte  No.14

一　般 360円（290円）
大学生 290円（230円）
高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
今月の開館時間

午前10：00～午後7：00 年中無休
カフェ営業時間

※（　　）内は団体料金
毎月第1月曜日はコレクション
展示室無料の日（9月は5日）

　

本
作
品
の
文
様
に
は
、法
隆
寺
の
国
宝《
四
騎
獅

子
狩
文
錦
》が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。作
者
の
山
尾

次
吉
が
当
時
、実
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
は

考
え
に
く
い
で
す
が
、書
物
等
で
目
に
し
た
の
で

し
ょ
う
。文
様
の
馬
の
後
脚
部
に「
山
」、「
吉
」の
字

が
あ
る
た
め
、自
分
の
名
前
と
の
連
想
で
取
り
上

げ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

香
炉
の
本
体
は
赤
銅
打
ち
出
し
で
、驚
く
ほ
ど

薄
く
、軽
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。赤
銅
と
は
、

銅
に
金
が
3
〜
5
％
ほ
ど
含
ま
れ
た
合
金
で
す
。

も
と
も
と
の
色
は
純
銅
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

赤
桃
色
で
す
が
、煮
込
み
法
と
い
う
技
法
に
よ
っ

て
、表
面
が
黒
紫
色
に
な
り
ま
す
。烏
金
な
ど
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。煮
込
み
法
と
は
、微
量
な
緑
青

や
硫
酸
銅
な
ど
を
溶
か
し
込
ん
だ
水
溶
液
を
銅
鍋

で
煮
立
て
、そ
の
中
に
銅
器
を
つ
け
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
、金
属
の
表
面
に
着
色
を
す
る
技
法
で
す
。

日
本
で
独
自
に
発
達
し
ま
し
た
。絵
の
具
に
よ
る

着
色
に
よ
ら
ず
、素
材
そ
の
も
の
の
色
を
活
か
す

と
い
う
点
で
、金
属
の
よ
さ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く

発
揮
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
着
色
技
法
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

胴
部
に
は
金
、銀
、素
銅
の
象
嵌
で
唐
草
文
を
配

し
ま
す
。黒
、金
、赤
の
色
彩
の
対
比
や
、火
屋
に
施

さ
れ
た
精
巧
な
透
彫
は
、格
調
高
い
美
し
さ
を
有

し
て
い
ま
す
。

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室次回の展覧会

加賀藩の
美術工芸Ⅱ

優品選
─守・破・離─

長谷川大治郎・
梶本良衛
木彫二人展

秋の優品選Ⅱ
第63回

日本伝統工芸展金沢展
10月28日（金）～
11月6日（日）

石川の文化財

1F企画展示室第4展示室第3・6展示室 第5展示室

会期：
10月14日（金）～11月15日（火）

きんぎんぞうがんからくさもんこうろ

し
ゃ
く
ど
う

う
き
ん

ほ

や


